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4 国民的課題としての触れ合いの場でのコミニュケ-ションの推進
二 家庭･学校･社会における人間関係が主因の事件














































































































































①健康 ②人間関係 ③環境 ④言葉 ⑤表現 の五領域に､対応している｡
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目標 (2)は ｢人-の愛情や信頼感を育て､自立と共同の態度及び道徳性の芽生えを培うようにす








































お わ り に
領域 ｢人間関係｣は､自立心をつけることを目標に他の人と親しみ､支え合って生活することを通
して､仲良くなる力を養うことが自立につながることを事例をもって述べてきた｡
人間関係は煩わしい､避けたいものとして定着しそうな現今であり､人間関係の決着の仕方が暴力
とか死ということも気になる｡心に傷を持った人の心身症や精神症発症も増えている｡しかも､最近
は､人間関係を互いに関係ない間柄では成立させたがらないのに､人生を豊かにできたり成功するに
は､人付き合いのうまい方が有利に作用することに対する多くの苛立ちもあるといえる｡
小さい時からスキンシップがあり､豊かな会話があった人は､コミニュケ-ション能力は豊かだ｡
しかし､誰でも信頼感にのっとって感情や思考伝達や意思疎通をしあうことは難しい問題ではない｡
ただ､人間関係をよくする仲良くなることをただの技術としてとらえるのでなく､仲良しは自我形成
の条件であり､信頼関係作りの可否にかかってくるので､とにかくかかわり､自他を繋げる能力とし
ての心情の深化や優しさの形成をはかりたい｡さらに､自分の可能性や希望の実現には人と付き合う
ことによって発展することを確認したい｡特に､乳幼児から幼児期は家族のまともな愛情によって基
礎はできる｡なかんずく夫婦の仲良しこそ子どもの人格形成のコアであることは間違いない｡ゆえに
若い夫婦の国家的援助も急務といえる｡不安からくるとげとげしさから解放させねばならない｡
人間の変容は難しい､しかし､共感したときには自己の本音の部分で､等質的快さの触れ合いによ
って異質の質的変化を起こすことができる｡このとき､葛藤やつまずきをより多く体験させ､これを
じっくり問いかえし余裕の中で笑顔に変えるような幼児教育が必要で､これによって､生涯にわたっ
て生きる力をつけて､優しさ発揮が期待できよう｡幼児期からの自我形成に質的変容がないと人間破
壊に対応できない時代である｡その人間らしい変化は､関係ない人とも関われるようになる世の中を
皆で作り､その大海で幼子を遊ばせることで発展できよう｡まえがさの雪の男性のように方法は別と
しても関わることは必要である｡
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